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北
海
道
は
、
欧
米
先
進
技
術
の
導
入
な
ど
我
が
国
の
近

代
化
を
先
導
し
て
き
た
歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

潜
在
発
展
力
を
必
ず
し
も
十
分
に
発
揮
で
き
ず
、
バ
ブ
ル

後
は
経
済
的
低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
最
近
は
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
や
農
水
産

物
の
輸
出
拡
大
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
国
際
化
の
新

し
い
動
き
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
北
海
道
が
そ

の
お
お
ら
か
で
開
放
的
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
発
揮
し

て
地
域
の
活
力
に
転
換
し
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

そ
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
展
望
を
探
り
ま
す
。

北海道らしさを活かした国際化の推進北海道らしさを活かした国際化の推進
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国際定期航空路 平成18年度外国人来道者数 平成18年度北海道輸出（品目別） 北海道主要国別輸出額の推移 

空  港 路　線 就航年月 便数／週 

来道者数 
59万人 

台湾 
44％ 

韓国 
44％ 

香港 
15％ 

台湾 
44％ 

韓国 
44％ 

香港 
15％ 

その他の 
アジア 
8％ 

アジア以外の地域 
10％ 
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新千歳 ソウル線 1989.  6 7 

  グアム線 1990.  7 2 

  香港線 1990.10 4 

  ユジノサハリンスク線 2001.  7 1 

  上海線 2001.  8 3 

 台北線 2003.  3 13 

 釜山線 2006.  6 3 

  北京線 2007.  4 2 

  大連線 2007.  5 2 

函   館 ユジノサハリンスク線 1994.  4 2 

  ソウル線 2006.  6 3 

旭   川 ソウル線 2006.  6 3

輸出額 

3,088億円 

原料別製品原料別製品 
2222％ 

機械類機械類・輸送用機器輸送用機器 
4141％ 

食料品等食料品等 
1212％ 

化学製品化学製品 
1212％ 

その他 
3％ 

原材料原材料・燃料燃料 
1010％ 

原料別製品 
22％ 

機械類・輸送用機器 
41％ 

食料品等 
12％ 

化学製品 
12％ 

原材料・燃料 
10％ 

億円 

外国人来道者数の推移

※
　
Ｃ
Ｉ
Ｑ
体
制：

税
関
、
出
入
国
管
理
、
検
疫
を
行
う
機
関
・

施
設
。


